
「こどもの意見反映推進事業」実施委託業務に係る進め方について（業者用） 

 

１ 全体の進め方 

  「こども・若者意見の政策反映に向けたガイドライン～こども・若者の声を聴く取組の

はじめ方～」（こども家庭庁発出）に基づき進めること。 

２ 資料作成 

（１）子ども政策企画課分については、８月 30 日（金）までに資料を作成すること。（作成

までの間は子ども政策企画課で作成した説明資料で意見交換を実施する。また、10 月

中旬以降の意見交換についても、子ども政策企画課で作成した資料で意見交換を実施

する。） 

（２）資料作成に関する各部への確認は原則メールで行うこと。この際、子ども政策企画課

の担当者を「CC:」に入れて連絡すること。 

（３）資料は、学校での事前学習に使用できるよう配慮して作成すること。 

３ 学校との調整 

（１）学校と調整をする際は、初回の連絡前に必ず当該学校を所管する市町村教育委員会へ

連絡すること。 

（２）原則、実施校の意向を踏まえて決定すること。 

（３）意見交換会の実施方法例について、別紙２で実施校へ示すこと。 

（４３）テーマ割当てについて 

  ア 各学校、最低２テーマは意見交換を実施すること。 

イ 別紙１を基本として、テーマを決定すること。 

  ウ 子ども政策企画課のテーマについては、7 月以降、9 月中旬頃、10 月中旬以降それ

ぞれ最低１回は意見交換を実施すること。（別途時期を指定） 

（５４）事前学習について 

限られた時間でより効果的な意見交換とするために、別紙２により事前学習の方法

例を示し、学校において事前学習をしてもらうよう調整すること。（特に、小学生の場

合は、事前学習がない状態から意見を言うことは困難であることを踏まえて調整する

こと。） 

（６５）子ども政策企画課への情報共有について 

下記について、都度共有すること。また、調整に当たり問題が生じた場合も共有する

こと。 

ア スケジュール 

  イ 学校との調整状況（テーマ振り分け、実施単位、事前学習の範囲等） 

  ウ 当日対応者（ファシリテーターの進め方） 
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４ 意見交換会の実施 

  意見交換の場は、こどもが意見を言いやすい・意見を聴いてもらえる安全で安心な環境

とするため、参加する大人は最小限とすること。（ただし、学校側からの希望があれば報

道関係者等を入れることは可能とする。この場合も、大人の人数が多いと緊張感が高まり

意見を言いづらくなるこどもがいる可能性があることを留意の上、調整すること。） 

（１）参加する大人が守るべきルールについて 

   意見交換会に参加する者（ファシリテーター、補助者含む）に別紙３を配布するとと

もに、誓約書（別紙４）を意見交換会開始までに子ども政策企画課へ提出させること。 

（２）冒頭説明 

   別紙５を用い、意見交換会の参加者に以下について周知すること。 

ア 子どもの権利保障について 

イ 意見を聴く目的、参加が任意であること、意見は訂正や撤回ができること、学校の

成績に関わらないこと、聴いた意見がどう取り扱われるか、いつ頃フィードバック

をするか 

（３）意見交換 

   事前学習の実施状況、広域募集の結果を踏まえて進行すること。 

５ 実施後アンケート 

  別紙６のアンケートを配布すること。 

６ 報告資料 

（１） 速報 

議事録、報告書（学校名、意見交換人数（学年）、意見の概要（カテゴリー）） 

（２） 分析値 

全意見交換を踏まえた意見の概要（カテゴリー） 



地域・学校種類別テーマ設定 取扱注意

地域 人口（千人） 区分 こどもまんなか 北方領土 人口減少 環境問題 感染症情報 ゼロカーボン お花 道民の森 道立公園 いじめ

空知 三笠市 7.4 小学生 1 1

空知 滝川市 36.9 中学生 1 1

空知 砂川市 15.4 高校生 1 1

石狩 千歳市 97.9 小学生 1 1

石狩 江別市 118.3 中学生 1 1

石狩 札幌市 1957.5 高校生 1 1

後志 共和町 5.4 小学生 1 1

後志 小樽市 105.7 中学生 1 1

後志 倶知安町 14.9 高校生 1 1

胆振 苫小牧市 166.2 小学生 1 1

胆振 洞爺湖町 8.0 中学生 1 1

胆振 室蘭市 75.7 高校生 1 1

日高 新ひだか町 20.4 小学生 1 1

日高 様似町 3.8 中学生 1 1

日高 日高町 11.0 高校生 1 1

渡島 函館市 238.5 小学生 1 1

渡島 八雲町 14.8 中学生 1 1

渡島 函館市 238.5 高校生 1 1

檜山 乙部町 3.2 小学生 1 1

檜山 上ノ国町 4.2 中学生 1 1

檜山 江差町 6.7 高校生 1 1

上川 旭川市 318.2 小学生 1 1

上川 占冠村 1.4 中学生 1 1

上川 旭川市 318.2 高校生 1 1

留萌 留萌市 18.4 小学生 1 1

留萌 小平町 2.7 中学生 1 1

留萌 羽幌町 6.0 高校生 1 1

宗谷 利尻町 1.8 小学生 1 1

宗谷 稚内市 30.6 中学生 1 1

宗谷 礼文町 2.2 高校生 1 1

オホーツ 大空町 6.5 小学生 1 1

オホーツク 網走市 32.4 中学生 1 1

オホーツ 網走市 32.4 高校生 1 1

十勝 音更町 42.7 小学生 1 1

十勝 帯広市 161.6 中学生 1 1

十勝 足寄町 6.0 高校生 1 1

釧路 釧路市 155.9 小学生 1 1

釧路 浜中町 5.3 中学生 1 1

釧路 釧路市 155.9 高校生 1 1

根室 中標津町 22.3 小学生 1 1

根室 根室市 22.7 中学生 1 1

根室 別海町 14.0 高校生 1 1

合計 小学生 6 0 4 5 2 0 2 2 2 5

合計 中学生 3 3 3 4 2 2 3 2 2 4

合計 高校生 4 3 3 4 2 3 2 2 2 3

計 13 6 10 13 6 5 7 6 6 12

※「必須」であっても、学校との調整により変更の可能性があります。

○凡例

・・・不可（※学校の意向があれば選択可）

・・・必須（変更不可）

・・・仮設定（変更可）
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意見交換会の進め方例 

 

 意見交換会は、原則、貴校の意向を踏まえて実施する予定ですが、参考に北海道庁が想

定している進め方についてお示しいたします。 

１ 意見交換会に参加する児童・生徒の人数 

  ５～40 人程度 

２ 意見交換会に参加する児童・生徒の単位 

  児童会・生徒会、クラブ・部活動、クラス単位など 

  学校の中から意見交換会の取組に興味がある児童・生徒を公募する方法も可能です。 

３ 当日の進め方 

  ワークショップ形式を基本とし、必要に応じてインタビュー形式も採用する。 

（１）準備 

６名以内/１グループのグループに分ける。（こどもの関係性を考慮し、仲の良い児

童・生徒が固まりすぎないよう配慮し分ける） 

（２）オープニング（５分） 

   ヒアリングの目的、進め方、こどもの権利と倫理的配慮について説明する。 

（３）アイスブレイク（５～15 分） 

   子どもたちの緊張を解くため、自己紹介などを中心に行う。 

（４）意見交換（15～30 分） 

（５）意見発表（10～30 分） 

（６）クロージング（５～10 分） 

   アンケートなど 
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事前学習の方法例 

 

 こども家庭庁が発出した「こども・若者の意見の政策反映に向けたガイドライン」にお

いて、「事前に情報提供を行ったり学習機会を確保したりすることは、こども・若者の意

見形成をするうえで重要」とされておりますことから、こうした点にご配慮いただけます

と幸いです。 

 参考に事前学習の方法例を以下のとおりお示しいたします。 

 

１ 意見交換会に参加する児童・生徒のみを対象に実施する場合 

（１）児童・生徒に当日の説明資料を読んでもらう。（先生から補足説明いただいても構

いません。） 

（２）説明資料を読んで、何を考えたことか・どういう意見をがあるか、調べたり、アウ

トプットしてもらう。（発言・書き出し等） 

（３）意見交換会当日は、事前に調べたり考えたことを踏まえて発言をする。（事前学習

準備がないしだと、当日本番で意見が出せない可能性があるため。） 

 

２ 意見交換会に参加しない児童・生徒も対象に事前学習 

  ・全校児童・生徒単位や、当日参加する児童・生徒と同学年など、様々な人数で取り

組んでいただいて構いません。 

（１）児童・生徒に当日の説明資料を読んでもらう。（先生から補足説明いただいても構

いません。） 

（２）説明資料を読んで考えたこと・意見を、クラス・班単位などで、どのような意見を

考えたか発表してもらう。 

（３）意見交換会当日はに、当日参加しない児童・生徒の意見（各クラス・班から出され

た意見）もを踏まえて意見交換を行う 

（４）意見交換会当日の様子は、事前学習に参加した児童・生徒にも共有する。 
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こどものセーフガーディングに抵触する行為（意見交換会参加の大人向け） 

 

 こども基本法、こどもの権利・安全・安心の確保について、理解し、意見交換会に臨んで

ください。 

 以下の事項は、決して行わないでください。 

 

 肩を抱く等の身体的接触をする 

 個室等で他者の目が届かない空間でこども・若者と２人きりになる 

 叩いたり、暴力によって身体的に傷つけたりする 

 侮辱的、攻撃的な言葉を使う 

 自尊心を傷つける、軽視する、見下す等、心理的に傷つける 

 個人を特定できるような情報を掲載する（写真、名前、居住地が揃う等） 

 個人の連絡先を交換したり、活動外で個人的に連絡をとろうとしたりする 
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「北海道こどもの意見反映推進事業」実施委託業務における誓約書 

 私は、北海道が実施する「北海道こどもの意見反映推進事業」におけるこども・若者と関わる場面に

おいて、以下の内容を理解し、遵守することを誓います。 

＊＊＊＊ 

私は、以下の行為を行いません。 

⚫ 「北海道こどもの意見反映推進事業」に参加するすべてのこども・若者（以下、「参加者」とする）

に対して、たたく、ける、つねるなど、暴力によって身体的に傷つける 

⚫ はずかしめる、自尊心を傷つける、軽視する、見下すなど、不適切な言動によって参加者を差別した

り心理的に傷つけたりする 

⚫ 不適切な、あるいは、性的なことを連想させる言葉を使ったり、身振りや態度を取ったりする 

⚫ 特定の参加者を差別したり、他の参加者と異なる扱いをしたり、えこひいきしたりする 

⚫ 参加者が担っている役割を代わりに行うなど、参加者が自分でできることを必要以上に手伝う 

⚫ 参加者による危険な振る舞いや各意見聴取事業のルールに反する言動を黙認したり、加担したりする 

⚫ 参加者本人や保護者の同意を得ていない態様で参加者を撮影する 

⚫ 撮影した画像や動画を、参加者本人又は保護者の同意なく、他者と共有したりウェブサイトや SNS

で発信したりする 

⚫ 活動の中で知り得た参加者に関する情報を他者と共有したり発信したりする（ただし、業務上必要な

範囲を除く、判断に迷う場合は北海道保健福祉部子ども政策局子ども政策企画課に相談する） 

⚫ 活動の中で知り得たあらゆる公開前の情報等を、他者と共有したり発信したりする 

⚫ 参加者と、活動外で個人的に連絡をとる、もしくはとろうとする 

⚫ 参加者を他の活動や飲食の場に誘う、もしくは誘おうとする 

⚫ 参加者と、他者の目の届かない場所で二人きりで接する 

⚫ 参加者に対し、不必要な身体的接触をする 

 参加者と性的・肉体関係をもつ 

 ポルノグラフィティーや過激な暴力を含む不適切な画像、動画、ウェブサイトに参加者を誘導しその

危険にさらす 

⚫ 参加者を利用する、もしくは傷つけるととられかねない言動をする 

私は、以下の点に留意して、こども・若者の意見聴取の取組に参加します 

⚫ こどもの権利を尊重し、参加者が安心して参加できるよう、安全で受容的な環境づくりに努める 

⚫ 「北海道こどもの意見反映推進事業」に関する課題や懸念を北海道職員等関係者と積極的に共有し、

話し合い、より良い場づくりに努める 

上記事項に違反の疑いがあった場合、今後同事業で活動できなくなることに加え、所属団体に報告され

ることがあることに同意します。 

＊＊＊＊ 

 

署名日：     年      月      日 

 

所属団体：                        氏名：               



１ どうして意見
い け ん

を聴
き

くの？ 

世界中
せかいじゅう

すべての子
こ

どもたちが持
も

つ人権
じんけん

（権利
け ん り

）を定
さだ

めた「子
こ

どもの権利
け ん り

条約
じょうやく

」の中
なか

で、「差別
さ べ つ

の禁止
き ん し

」、「生命
せいめい

・生存
せいぞん

の

権利
け ん り

」、「最善
さいぜん

の利益
り え き

」と並
なら

んで、「意見
い け ん

表明
ひょうめい

」は４つの原則
げんそく

とされています。 

そして、これまで大人
お と な

中心
ちゅうしん

となっていたこの社会
しゃかい

をこども中心
ちゅうしん

に変
か

えていくためです昨年度に策定された「こども基本

法」と「こども大綱」でも、「こどもに関係する施策は、こどもや若者の意見を聴きながら進めること」とされました。 

北海道庁
ほっかいどうちょう

が行
おこな

っている取組
とりくみ

は、北海道
ほっかいどう

に暮
く

らす人
ひと

たち全員
ぜんいん

に関係
かんけい

があることですから、取組
とりくみ

の対象
たいしょう

になるみなさんか

らも意見
い け ん

を聴
き

くのです。 

２ 意見
い け ん

を言
い

ったらどうなるの？ 

みなさんからいただいた意見
い け ん

は、北海道庁
ほっかいどうちょう

の取組
とりくみ

に反映
はんえい

できるか、担当
たんとう

する係
かかり

が読
よ

んで、政
せい

策
さく

づくりや実行
じっこう

に活
い

かし

ます。 

伝
つた

えてくれた意見
い け ん

をどう反映
はんえい

したか、反映
はんえい

しなかった場合
ば あ い

はどうしてか、年度
ね ん ど

末
まつ

にホームページに掲載
けいさい

して、みなさんに

伝
つた

えます。（ホームページに掲載
けいさい

するときは、その意見
い け ん

を言
い

ってくれた人
ひと

が誰
だれ

なのかわからないようにします。） 

３ 意見
い け ん

交換会
こうかんかい

のルールについて 

みなさんが安心
あんしん

して参加
さ ん か

するために、次
つぎ

のルールを守
まも

ってください。 

（１）年齢
ねんれい

に関係
かんけい

なく、だれもが等
ひと

しく話
はな

し合
あ

いに参加
さ ん か

します。一人
ひ と り

ひとりの考
かんが

えを大切
たいせつ

にします。否定
ひ て い

したり、さえぎった

りしないようにしましょう。 

（２）特定の人・会社・国を否定することはしないようにしましょう。あなたが否定したい気持ちになる理由は言っても大丈

夫です。 

（２）話
はな

したくないこと、個人的
こじんてき

なことは、話
はな

さなくて大
だい

丈
じょう

夫
ぶ

です。 

（３）一
いち

度
ど

言
い

ったことをなしにして、他
ほか

のことを言
い

っても大丈夫
だいじょうぶ

です。 

（４）今日
き ょ う

聞
き

いたこと、だれが何
なに

を話
はな

したかは、他
ほか

の人
ひと

に言
い

いません。 

（５）みんなが話
はな

せるように、協 力
きょうりょく

しよう。 

４ あとから、意見
い け ん

を変
か

えたくなったときは、ここから連絡
れんらく

してください。 

１２月 20日（金）までであれば、意見
い け ん

を変
か

えることができます。「学
がっ

校名
こうめい

」と「連絡先
れんらくさき

」と「どのように意見
い け ん

を変
か

えたいか」を

インターネットのフォームか電話
で ん わ

で連絡
れんらく

してください。 

 インターネットのフォーム：https://www.harp.lg.jp/z62bogx4 

 電話番号
でんわばんごう

 ： ０１１－２０６－６３０９ 
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人
ひと

と話
はな

すこと・意見
い け ん

を出
だ

しあうことを 楽
たの

しもう！ 



環境依存文字について

意見交換会に関する連絡窓口

ブラウザの「戻る」「更新」ボタンを使用すると正しく処理できませんので、使用しないでください。
印は必須項目です。必ずご記入ください。

６０分間通信がない（ページ移動がない）場合、タイムアウトとなり入力内容が破棄されます。 ご記入に時間がかかる場合は一時保存をご利用ください。

【1】あなたの名前を教えてください。

(200文字まで)

【2】あなたの連絡先（メールアドレスまたは電話番号）を教えてください

※あなたからいただいた回答（意見をどのように直したいか）について、わからないことがあったら連絡します。
(半角英数9999文字まで)

【3】学校名を教えてください

(200文字まで)

【4】どの意見をなしにする・変えたいですか。

（例：□□□という質問に対して出した、○○○という意見）
(9999文字まで)

【5】意見をどのように変えたいですか。

（例：なしにしたい。・○○○を△△△に変えたい。）
(9999文字まで)

【テストモード】

https://cloud.harp.asp.lgwan.jp/staff/Unicode.html
065888
ハイライト表示

065888
ハイライト表示



確 認

北海道電子自治体共同システム 電子申請サービス

【テストモード】



別紙６ 

感想
かんそう

を教
おし

えてください！ 

 北海道庁
ほっかいどうちょう

が、今後
こ ん ご

も意見
い け ん

を聴
き

く取組
とりくみ

をするときに参考
さんこう

にしたいので、みなさんの感想
かんそう

を教
おし

えてください。 

１ 安心
あんしん

して意見
い け ん

を言
い

える場
ば

でしたか？ 

【 はい ・ いいえ 】 

【そう思
おも

う理由
り ゆ う

を教
おし

えてください（                                                 ）】 

２ みなさんから意見
い け ん

を聴
き

く方法
ほうほう

について、「もっとこうしたほうがいい」という点
てん

があれば、教
おし

えてくだ

さい。 

【
（

自由
じ ゆ う

に書
か

いてください（                                                       ）】 

３ こういった意見
い け ん

を聴
き

く場
ば

は、今後
こ ん ご

も必要
ひつよう

だと思
おも

いますか？ 

【 はい ・ いいえ 】 

【そう思
おも

う理由
り ゆ う

を教
おし

えてください（                                                 ）】 

４ 北海道庁
ほっかいどうちょう

が行
おこな

っているさまざまな取組
とりくみ

の中で、意見
い け ん

を言
い

いたいものはありますか？ 

例：ヒグマの対策
たいさく

、どこでも医療
いりょう

を受
う

けられる仕組
し く み

、観光客
かんこうきゃく

を増
ふ

やす、野菜
や さ い

や魚
さかな

の地産地消
ちさんちしょう

、空
あ

き家
や

対策
たいさく

 など 

【
（

自由
じ ゆ う

に書
か

いてください（                                                       ）】 

５ こども政策
せいさく

（こどもが関
かか

わる世
よ

の中
なか

のこと）に関
かん

し、あなたの意見
い け ん

は聴
き

いてもらえていると思
おも

います

か？ 

【 はい ・ いいえ ・ わからない  】 

６ 今日
き ょ う

言
い

った意見
い け ん

をなしにする・変
か

えたい場合
ば あ い

は、教
おし

えてください。 

【なし・変
か

えたい意見
い け ん

（                                                         ）】 

【変
か

える内容
ないよう

（                                                              ）】 

 

ご協 力
きょうりょく

ありがとうございました！＞ 


